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議決 年 月 日 】 平成 25 年 3 月 4 日 

【 提 出 先 】 衆議院 議長 、 参 議院 議長 、 内 閣 総理 大 臣 、 総 務 大 臣 、 岩 手 県 知事 

【 件 名 】 岩 手 県 下閉伊 郡山 田町 を 岩手 2 区 か ら 岩 手 3 区 に 編入 する こと に 反対 す 
る 意見 書 


岩手 県 の 宮古 ・ 下 閉 伊 地区 は 、 下 閉 伊 郡山 田町 の ほか 宮古 市 、 下 閉 伊 郡 岩泉 町 、 下閉伊 
郡田 野 畑 村 の 1 市 2 町 1 村 で 構成 し て お り 、 従 来 よ り 、 管 内 に お ける 行政 活動 や 教育 行政 、 
観光 行政 等 に お いて も 、 密 接 な 関係 を も っ て 活動 し て き て いる 。 

今回 の 緊急 是正 法 に 基づく 区 割り の 改定 案 の 作成 方 針 (素案 ) の 「2. 改定 対象 選挙 区 
の 区 割り 基準 」 の (6) に お いて は 、 郡 は 分 割 し な いこ と を 原則 と し て いる 。 

確か に 、 作 成 方 針 (素案 ) の 後段 ( イ ) に お いて 郡 の 分 割 は 認め られ て いる も の の 、 現 
在 、 岩手 県 議会 議員 選挙 に お いて も 宮古 ・ 下 閉 伊 選挙 区 と な っ て お り 、 国 政 選挙 と 地方 選 
挙 の 区 割り を 変え る こと は 、 地域 住民 の 一 体感 を 著しく 損ない 、 今後 の 復興 まち づく り の 
推進 に 大 き な 影響 を 与え る 。 

また 、 東 日 本 大 震 災 に より JR 山田 線 が 運休 し て いる こと か ら 、 町 中 心 部 か ら 大 横町 や 
釜石 市 まで 公共 交通 機関 を 利用 し て の 直通 ルー ト は な く 、 乗 り 換 え を し な けれ ば ぱ ば ならない 
状況 で ある 。 

東日本 大 岩 災 で 被災 し た 県 内 の 沿岸 市 町 村 は 、 町 の 復興 に 向け て 、 協力 し 合い 、 全力 で 
取り 組ん で いる 。 この こと か ら 、 市 町 村 の 健全 な 発展 と 被災 沿岸 地域 の 実情 を 適切 に 反映 
する 選挙 の 実施 の た め 、 選挙 区 割り は 岩手 県 内 陸 部 に お いて 調整 を する こと と し 、 下閉伊 
郡 を 分 割 し て 、 下 閉 伊 郡山 田町 を 岩手 2 区 か ら 岩 手 3 区 に 編入 する こと は 断固 反対 する も 
の で ある 。 

以上 の 趣旨 に 基づき 、 下 記 の 事項 に つい て 要望 する 。 


中 
Cl 


1 市 町 村 の 健全 な 発展 と 被災 沿岸 地域 の 実情 を 適切 に 反映 する 選挙 の 実施 の た め 、 選 
挙 区 割り は 岩手 県 内 陸 部 に お いて 調整 を する こと 。 

2 下閉伊 郡 を 分 割 し て 、 下 閉 伊 郡山 田町 を 岩手 2 区 か ら 岩 手 3 区 に 編入 する こと は 絶 
対 行わ な いこ と 。 


以上 、 地 方 自治 法 第 9 9 条 の 規定 に より 意見 書 を 提出 する 。 








